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　日本の学校文化の特徴的なものの一つとして，身の回りの片づけがある。本研究では，日本の小学校における片づ
けの取り組みの特徴を捉えるために，諸外国との比較を試みた。片づけは小学校家庭科の学習内容にもなっているが，
学校生活における片づけの活動は，カリキュラムや日課時程といった形で明文化されづらい営みである。そこで，他
国と日本の双方における学校生活を経験している海外帰国児童を対象としたグループインタビューを行うこととした。 
　インタビューをもとに考察した結果，日本の小学校における片づけの取り組みの特徴として，①使った場所を最後
まで児童が片づけることが求められること，②校内各所に設置されている掃除用具ロッカーの箒などを用いた掃除ま
でを含む片づけが行われること，③片づける物と場所を指定されたり，大まかに入れずに仕切ったり分類したりする
「細かい片づけ」が求められること，④だれが使ったかわからない物や公共の物も片づけることを求められること，
⑤教員が児童に対して片づけや掃除について多くの働きかけをしていることが明らかになった。
   “Katazuke,” which means cleaning up or tidying up, is one of the words that express Japan’s everyday 
culture. One characteristic feature of school culture in Japan is Katazuke. In this research, I compare Japan 
with foreign countries to capture the characteristics of Katazuke at elementary schools in Japan. Katazuke 
is part of the content of the subject of home economics in elementary schools, but Katazuke activities are 
difficult to explain purely in terms of a curriculum or a daily routine. Therefore, I conducted a group interview 
with children returning from overseas who have experienced school life both in other countries and Japan. 
As a result, the following features of the Katazuke approach in elementary schools in Japan became clear.
   1. Students have to complete Katazuke in the place they have used.
   2. Katazuke includes cleaning up using cleaning tools in each part of the school.
   3.  To do “Katazuke well”, it is necessary to divide and classify the tasks involved by clearly specifying the items 
and places involved in Katazuke.
   4. Katazuke has to be done for things that are shared by everyone as well as for what is used by someone else.
   5. The teacher adopts many approaches to Katazuke and cleaning for children.
キーワード： 片づけ（Katazuke），家庭科（home economics），帰国児童（overseas returning children）， 
小学校（elementary school），インタビュー（interview），比較文化（comparative culture）
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１．問題の所在と目的
　「日本型教育」と題された記事が，読売新聞（2015），
日本経済新聞（2015） ，朝日新聞（2015）各紙において
掲載された。いずれも，掃除当番や給食など特別活動を
重視する日本の教育を取り上げ，「規律や協調性などを
育む」としてエジプトやアラブ首長国連邦，サウジアラ
ビア，インド，モンゴルなどの国が関心をもっている
ことや教育のノウハウを「輸出」する方針であることを
伝える内容であった。日本の学校において当たり前のこ
ととなっている取り組みが，実は日本における特徴的な
取り組みであったことに気づかされる。小学校における
片づけの活動や学習もその例に漏れない。家庭科のカリ
キュラムについて諸外国の動向をまとめた国立教育政策
研究所の報告（2005）を参照すると，片づけの学習は諸
外国ではあまり見られない学習内容であることがわかる。
　日本では，幼児教育から始まり学校教育においても，
日常的に片づける活動が位置付けられている。幼児教育
では，片づけの研究が複数みられ，それらを概観すると，
子どもたちは，保育者による声かけの工夫や配慮のもと
に見守られ，主体性を大切にアプローチされる片づけ（砂
上ら，2009:永瀬・倉持，2011:箕輪ら，2009）の経験
をしてきたことがわかる。学校教育においても，様々な
道具や材料を使った活動後の片づけや各自の引き出しな
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どの整理整頓といった活動が，教師の多様なアプローチ
のもとで展開されている（Furushige, 2018）。
　学校生活における片づけの活動と家庭科の教科内容と
しての片づけの学習はどちらも日本の学校における特徴
的な取り組みと考えらえるがその独自性は明らかになっ
ていない。それどころか，片づけの活動・学習ともに
先行研究が大変少ない（正岡ら，2012）のが現状であ
る。中学生の学校における片づけ行動の実態を探るため
に収納と机の状況に関する調査を実施した研究（永添ら，
2005）や共生の視点から構想した整理・整頓の授業実践
の報告（青柳ら，2000）があるが，学用品等の整理整頓
や学習活動後の片づけ等，片づけ行為そのものに着目し
て，その特徴や価値，指導等に言及する研究は見られな
い。そこで，まずは，日本の片づけの取り組みの特徴を
知るために，諸外国との比較を行うこととした。
　学校生活における片づけの活動は，カリキュラムや日
課時程といった形で明確に位置づいてはおらず，学校で
繰り返される，明文化されづらい営みである。そのため，
その取り組みの概観をつかむことが難しい。二宮（1995）
は，自国の教育を深く理解することを目的とした比較の
アプローチについて触れ，学校のシステムにみられる一
定のスタイル，慣習，特異な性質，傾向などをその国の
学校の文化的側面あるいは文化的象徴であるとみなして
比較文化的に解明し，説明することの重要性に言及して
いる。また，学校生活における一定のスタイルや習慣，
傾向などは，その国の学校での生活経験がなければ掴む
ことは難しい。そこで本研究では，各国の学校のシステ
ムを正確に理解することは目的とせず，一定のスタイル
や慣習，傾向などを切り口に，比較を通して，日本の片
づけの取り組みの特徴を浮かび上がらせることを試みる
こととし，その方法として，他国と日本の双方における
学校生活を経験している海外帰国児童を対象としたイン
タビューを行うこととした。
　日本の小学校では，前述のように，家庭科において片
づけの学習が展開されており，学校生活における片づけ
の活動と家庭科における片づけの学習は密接に関係して
いると考えられるが，片づけの学習に関する他国との
比較は，別稿において報告することとし（古重, 2019），
ここでは片づけの活動を中心に比較を行った。
　海外帰国児童へのインタビューを通して諸外国と日本
との学校における片づけの取り組みを比較する中で，日
本の小学校における片づけの取り組みの特徴を明らかに
することを本研究の目的とする。
２．研究方法
2.1調査対象
　千葉県内国立大学附属小学校の海外帰国児童学級在籍
児童11名を対象とした。対象児童の学年別の人数は表１,
滞在国別の人数は表２に示す。
４年 ５年 ６年 合計
４名 ３名 ４名 11名
表１　インタビュー対象児童の学年別の人数　
滞在国 人数（名）
アメリカ合衆国（ハワイ） ２
アメリカ合衆国（カリフォルニア） １
アメリカ合衆国（ワシントンD.C.） １
イギリス ２
シンガポール １
チュニジア １
オーストラリア １
中国 １
合計 11
表２　インタビュー対象児童の滞在国別の人数　
　滞在国での通学先は，現地校とインターナショナルス
クールが混在しているが，日本人学校の児童は在籍して
いない。滞在期間は４～11年，帰国時期は４年生の４月
から６年生の８月と開きがあり，帰国後の期間はそれぞ
れ異なる。
2.2　手続き
　調査対象校の学校長と海外帰国児童学級主任に文書に
て依頼をし，その後インタビュー対象となる児童の保護
者へ依頼と同意願いの文書の配付をした。当時の海外帰
国児童学級在籍児童11名全員の同意を得ることができた。
2014年10月に各教室にて学年別のグループインタビュー
として実施した。グループインタビューの司会は，実施
時の２年前に当海外帰国学級の担任をしており，当時千
葉県内の公立小学校教員であった著者が行った。所要時
間は各学年とも20～30分程度である。
2.3　インタビューの方法と内容
　本インタビューでは，各国と日本の小学校の片づけに
関する慣習や傾向などの比較を通して，日本の片づけの
取り組みの特徴を浮かび上がらせるため，できるだけ児
童自身の言葉でたくさんのことを語ってもらい，その中
で比較対象となる事象をより多く引き出したいと考え
た。そのためには，日本に帰国してから学校で感じたこ
とや自分の考えなども併せて聞きながら，リラックスし
て語らせる必要がある。そこで，海外帰国児童へのイン
タビューにおいて以下の点に留意した。
・ 学年別少人数のグループインタビューとし，円座の中
に筆者も入り込む。
・ 気楽に話ができる雰囲気を心がけ，児童の話が発展し
ていくような反応に努めた。
・ 海外帰国児童の子どもたちは，滞在国や滞在期間，帰
国時期いずれも多様であるため，一人一人から回答が
得られるように留意して声を掛けた。
　また，グループインタビューによる半構造化面接を実
施することとし，以下の項目について語ってもらえるよ
う適宜質問をした。
・滞在国での学校生活では，どのような片づけの場面や
片づけの方法があったか。
・滞在国と日本を比べてどのようなことを思うか。
・（日本の家庭科教科書の片づけの部分を見せながら）
このような日本の家庭科の学習についてどう思うか。
　グループインタビューのため，ある児童の発言に対し
て同意を示す場面が見られた。そのような場合は，各児
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童の発言として数え，（〇名）という表記を用いること
とした。また，発言の中で滞在国・都市名を出した発言
が複数見られたが，児童の特定を避けるため，滞在国・
都市名の発言はすべて「〇〇〇」と表記した。インタ
ビュー実施の協力校の日課時程の都合により学年別で
行ったが，各回とも目的は共通であり，多くの発言をも
とに分析をするため，学年別にせずに結果を集約し，分
析することとした。
３．結果
3.1　滞在国での学校生活の中の片づけについて
3.1.1　自分の片づけが終わった後に関する発言
　自分の片づけが終わった後に関する発言としては，ア
シスタントの先生のこと，人の手伝いをすることなどが
挙げられた。詳細は表３の通りである。
アシスタントの先生に関すること
・ 一斉の片づけもあるが，自分のものを片づけた後は，ア
シスタントの先生が片づけることが多い。（３名）
・アシスタントの人がいてその人が片づけたりもしていた。
人の手伝いに関すること
・ 自分の片づけが終わると列に並ぶ。人のを手伝うように，
というのは先生も言わない。
・ 片づけの時は自分の分を片づける，という感じで，人の
分を手伝っている時間があったら，早く座ることが優先
だった。そうじをするより，座ることが優先。
・ 自分の片づけが終わったら，人の片づけを手伝ったりし
ていた。（２名）
・自分の分が終わると人の手伝いもしていた。（３名）
表３　自分の片づけが終わった後に関する発言　
　アシスタントの先生については,４名の児童が話した
内容に含まれていた。「自分のものを片づけた後は，ア
シスタントの先生が片づけることが多い」とあり，公立
小学校にアシスタントの教員の配置がない日本のように，
使った場所を最後まで徹底して児童が片づけるという活
動とは異なることがわかる。
　人の手伝いについては,８名の児童が言及し，そのう
ち５名は，滞在国でも自分の片づけが終わると人の片づ
けを手伝っていたことを話しており,３名は「人の分を
手伝っている時間があったら，早く座ることが優先だっ
た。そうじをするより，座ることが優先」「自分の片づ
けが終わると列に並ぶ。人のを手伝うように，というの
は先生も言わない」など，人の手伝いはしないことにつ
いて話していた。滞在国によっては，他の人の片づけを
手伝うことを求めない方針も見えてくる。
3.1.2　片づけの仕方に関する発言
　片づけの仕方に関する発言としては，掃除用具に関す
ること，片づけ方に関することなどが挙げられた。中に
は滞在国での片づけが思い浮かばない児童も見られた。
詳細は表４の通りである。
掃除用具に関すること
・ そうじ用具とかは使わず，手でひろうような方法だった。
（２名）
・ 教室ごとにそうじ用具はないので，手で拾って片づけを
していた。生徒がそうじ用具を使うことはない。
表４　片づけの仕方に関する発言　
・ 大きなごみは拾うが，ぞうきんはしない。机まで運ぶ必
要はないと思う。机の下の大きなごみなどは取るが，砂
やほこりとかはどうでもいいと思う。
片づけ方に関すること
・ 日本の方が片づけ方が細かい。クレヨンはこっち，色鉛
筆はこっちとか。〇〇〇は，ばーっと入れる感じ。
・ 〇〇〇でも片づけは，どこに何を片づけるとかではなく，
自分でいいようにするという感じ。日本の方がそうじや
片づけがよくされていてきれい。〇〇〇は日本に比べて
汚い。片付いてはいるがほこりとかできたない。
・〇〇〇では，ごそっと持ち帰って，家で片づけるという感じ。
・自分のものを片づけるという感じだった。
・ テーブルごとに分担するなど，やり方はほとんど同じ。
片づけがない・思い浮かばない
・ 片づけるというより，ほとんどつなげ作業という感じな
ので，片づけはそんなに必要ない。
・図工とかがあまりないのでよくわからない。
　掃除用具については４名の児童が話した内容に含まれ
ていた。「教室ごとにそうじ用具はないので，手で拾っ
て片づけをしていた。生徒がそうじ用具を使うことはな
い」「大きなごみは拾うが，ぞうきんはしない」などと
あるように，活動後に散らかったものを手で拾う程度の
片づけであり，日本のように箒や雑巾といった掃除用具
は使わなかった点に違いを見出している。片づけの延長
で掃除を含む場合があることが日本の特徴として見えて
くる。これは校内の至るところに掃除用具ロッカーが設
置されている日本の学校の設備面，つまり学校清掃の取
り組みとも関係していると言える。
　片づけ方については，４名の児童が言及していた。「日
本の方が片づけ方が細かい。クレヨンはこっち，色鉛筆
はこっちとか。〇〇〇は，ばーっと入れる感じ」「〇〇〇
でも片づけは，どこに何を片づけるとかではなく，自分
でいいようにするという感じ。…日本の方がそうじや片
づけがよくされていてきれい」「〇〇〇では，ごそっと
持ち帰って，家で片づけるという感じ」と話した３名
は，学校で細かく片づけることを日本の片づけの特徴と
して話している。具体的には，「クレヨンはこっち，色
鉛筆はこっちとか」「どこに何を片づけるとか…」とあ
るように，片づける物と場所の関係のことや「〇〇〇は，
ばーっと入れる感じ」とあるように，日本では大まかに
入れない，例えば仕切ったり分類したりする片づけの営
みが特徴として見えてくる。
　他にも，「自分のものを片づけるという感じだった」
と話した児童もおり，自分が使っていない物，だれが使っ
たかわからない物や公共の物までも片づけることを求め
られることが日本の特徴として見えてくる。また，「テー
ブルごとに分担するなど，やり方はほとんど同じ」と話
した児童もおり，日本との差異を感じない場合もあるこ
とがわかった。
3.2　日本の家庭科での片づけの学習について
　調査対象児童11名のうち，10名は滞在国において掃除
や片づけに関する学習はなかったと答えた。シンガポー
ルから帰国した児童が，「学活で整理整頓の学習があっ
た」と答えている。学習経験のない10名の児童にとって
は，初めて見る学習内容をどう捉えるか，学習経験のあ
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る１名の児童にとっては，滞在国での学習と比べてどう
思うかを問う質問項目となった。そのような中，この項
目では，片づけの学習が「必要」または「どちらとも言
えない」という大きく２つの立場からの発言が見られた。
そして，それぞれの立場からそのように思う理由が語ら
れたケースが多い。詳細は表５の通りである。
どちらとも言えない
・ 服のたたみ方など，お母さんがするのを見ていればわか
ると思うが，学校での学習もあった方がよいと思う。学
校でも学習するのだなぁと思った。
・ 日本ではこういうことを学習するのだなと思った。この
ような学習は，自分でできるようになるのであるといい
とも思うし，わざわざ勉強しなくても普通にやっている
とも思う。
・ 〇〇〇では学校ではやらないけど，家ではやっていて，
難しいとは思わなかった。
・あってもいいと思うし，なくてもいいとも思う。
・ 帰国後時間が経っているので，特に驚きはなかったが，
家庭科という教科で学習するんだなぁ，とは思った。
このような学習は必要
・ 〇〇〇での学習は，「ロッカーに○○を入れる」という
ような内容で，家でどのように片づけるかというもので
はなく，日本ほど詳しい内容ではなかった。日本の家庭
科での学習は，家でもやりましょうという感じで，内容
が具体的だと思う。このような学習をすることはいいこ
とだと思う。
・ 役に立つ学習だと思った。必要なことだと思う。
・ 日本ではこのような学習をしているので，他の国ほど家
のことができない人が少ないと思う。〇〇〇では，家で
やらない人とか，大人でもそういうのができない人が多
い。友達の家に泊まりに行ったときに，家の中の様子が
日本とは違うと思った。整理整頓はできているのだが，
引き出しにいっきに入れたりしていて，日本のように細
かく分けて片づけたりしていないと思った。
・ 社会で役立つと思う。未来に役立つのでいいと思う。
〇〇〇では日本よりできない人が多いから必要だと思う。
子どもに教えれば，片付くと思う。
・ 家庭科の学習があることは知らなかった。こんなに詳し
く学習しているとは思わなかった。このような学習があ
ることはいいと思う。よくわかるし，たくさんやった方
がクセになるから。学校でもやって，家でもやればたく
さんわかると思う。
・ 自分の生活を見直せるからいいと思う。そのことを習う
と，かしこい？とは違うかもしれないけど，知らないよ
り知る方がいいと思う。
・ このような学習があるのはいいと思う。今はお母さんが
言ってくれるが，大人になったらだれも言ってくれない
から。家で教わるより，学校の方が教え方がいい。
表５　日本の片づけの学習についての所感　
　「どちらとも言えない」立場で語った児童は５名おり，
「お母さんがするのを見ていればわかる」「あるといいと
も思うし，わざわざ勉強しなくても普通にやっていると
も思う」「〇〇〇では学校ではやらないけど，家ではやっ
ていて，難しいとは思わなかった」という発言にあるよ
うに，あってもよいが，学校で学習しなくても問題ない
という考えが挙げられた。なお,５名のうちの１名は「必
要」という立場の発言もしており，両方でカウントした。
　「必要」という立場で語った児童は７名おり，必要だ
と考える理由はそれぞれ異なっている。「日本ではこの
ような学習をしているので，他の国ほど家のことができ
ない人が少ないと思う。〇〇〇では…」「〇〇〇では日
本よりできない人が多いから必要だと思う」というよう
に，滞在国と日本の生活環境を比べて片づけの学習の価
値を説明する姿が見られた。また，滞在国での学習と比
べた「日本の家庭科での学習は，家でもやりましょうと
いう感じで，内容が具体的だと思う」という発言や「家
で教わるより，学校の方が教え方がいい」という発言が
あり，学校だけでなく家庭での実践を視野に入れた詳し
い内容や教え方の価値についての言及と言える。他に
は「よくわかるし，たくさんやった方がクセになるから。
学校でもやって，家でもやればたくさんわかると思う」「自
分の生活を見直せるからいいと思う。そのことを習うと，
かしこい？とは違うかもしれないけど，知らないより知
る方がいいと思う」「このような学習があるのはいいと
思う。今はお母さんが言ってくれるが，大人になったら
だれも言ってくれないから」というように，現在や将来
の生活に役立つという視点から話す姿が見られた。
3.3　片づけを重視する日本の感想
　学校生活における片づけや家庭科の片づけの学習につ
いて話していく中で，片づけを重視する日本の学校文化
が見え始め，そのような日本に関する感想が５名の児童
から語られた。また，話していく中で，学校掃除の時間
については11名全員から語られた。詳細は表６の通りで
ある。
片づけを重視する日本の感想
・ 日本に来て，片づけやそうじのことなど，いろいろ言わ
れるのだなぁと思った。（３名）
・ 日本の方がそうじや片づけがされていてきれいだと思う。
自分たちでやった方が社会のためになると思う。〇〇〇
では教えないから，家もきたないことも多く，大人でも
きたなくしている人もいる。
・ 〇〇〇の家も，よく片づけられていてきれい。家にお手
伝いさんがいて，きれいにしてくれた。日本では，お手
伝いさんは高いので，今はいなくて，ぼくも家のことを
手伝っている。
掃除の時間
・ 毎日のそうじの時間はないが，帰りの会のような場面で，
自主的にする人はいた。
・ 毎日のそうじの時間はなく，その仕事の人がいて，その
人がやっていた。（２名）
・ 毎日のそうじの時間はなく，月に２回だけそうじの時間
があった。そうじの仕事の人がいて，普段はその人がや
っていた。
・ 毎日のそうじの時間はなかった。そうじは，いやでもな
いし，好きでもない。なんとなくやっている。面倒だと
は思わない。
・ 毎日のそうじの時間はなかった。そうじは，好きではな
い。拭いても拭いても，そこがまた汚くなるから。時間
が短くなったり，週に何回といように回数が減ったりす
るといいと思う。
・ 毎日のそうじの時間はなかった。そうじをする仕事の人
がやっていた。ほうきは分かるが，ぞうきんはなんでや
るのかなと思う。ぞうきんは大人でもやらない。〇〇〇
では，ほうきとモップだった。ぞうきんがけをすること 
は，アニメとかでしか見たことがなく，最初は，「ああ，
表６　片づけを重視する日本と掃除の時間の所感
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　 アニメで見たのはこれか」と思い，やりたい思いがあっ
た。でも慣れてきて，今では正直に言うと面倒。〇〇〇
では，自分がよごれるようなそうじの仕方はしなかった。
・毎日のそうじの時間はなかった。（３名）
・ 一年の最後にそうじをする時があったが，道具の使い方（ほ
うきや雑巾）がめちゃくちゃだった。日系人の先生がい
ると，道具の使い方とかを丁寧に教えてくれた。
・ そうじの仕事の人がしていた。そうじの時間があること
は聞いていたので驚かなかった。
・ そうじの時間は楽しい。〇〇〇ではやらないから楽しい
し，きれいになるのが気持ちいい。
・ 毎日，朝15分のそうじがあり，班ごとに交代でやっていた。
ほうきのみで，ぞうきんはなかった。
　片づけを重視する日本の感想としては，ある児童の発
言に他の２名が同意を示した「日本に来て，片づけやそ
うじのことなど，いろいろ言われるのだなぁと思った」
という率直な感想の他，「日本の方がそうじや片づけが
されていてきれいだと思う。自分たちでやった方が社会
のためになると思う」と，日本のよさとして捉える姿も
見られた。また，「家にお手伝いさんがいて，きれいに
してくれた。日本では，お手伝いさんは高いので，今は
いなくて，ぼくも家のことを手伝っている」という語り
にあるように，お手伝いさんという生活事情の違いに言
及するものもあった。
　掃除の時間については，11名中10名の児童が「毎日の
掃除の時間はなかった」と話し，上海から帰国した児童
が，「毎日，朝15分のそうじがあり，班ごとに交代でやっ
ていた。ほうきのみで，ぞうきんはなかった」と話した。
「毎日の掃除の時間はなかった」と話した児童のうち,７
名の児童が滞在国での掃除の取り組みについて加えて説
明をしていた。そのうち,５名の児童は「掃除をする仕
事の人がいて，その人がやっていた」と話した。その他
に，「帰りの会のような場面で，自主的にする人はいた」
「月に２回だけそうじの時間があった」「一年の最後にそ
うじをする時があったが，道具の使い方（ほうきや雑巾）
がめちゃくちゃだった。日系人の先生がいると，道具の
使い方とかを丁寧に教えてくれた」と掃除の頻度や様子
についての言及もあった。
　これらの児童のうち４名は，日本の掃除の時間に関す
る感想を語っていた。そのうち２名は不満な気持ちを「そ
うじは，好きではない。拭いても拭いても，そこがまた
汚くなるから。時間が短くなったり，週に何回といよう
に回数が減ったりするといいと思う」「ほうきは分かるが，
ぞうきんはなんでやるのかなと思う。ぞうきんは大人で
もやらない。・・・〇〇〇では，自分がよごれるようなそ
うじの仕方はしなかった」と語った。この他２名は，「そ
うじは，いやでもないし，好きでもない。なんとなくやっ
ている。面倒だとは思わない」「そうじの時間は楽しい。
〇〇〇ではやらないから楽しいし，きれいになるのが気
持ちいい」と話した。
４．日本の小学校における片づけの取り組みの特徴
　学校における片づけの活動については，「アシスタン
トの先生」「掃除用具」というハード面の違いが，活動
に影響を与えていることがわかった。公立小学校にアシ
スタントの先生の設置のない日本では，使った場所を最
後まで徹底して児童が片づけることが求められ，その際，
校内各所に設置されている掃除用具ロッカーの箒などを
用いて掃除までを含む片づけが行われることが日本の片
づけの特徴として挙げられる。
　「片づけ方」については，「細かく」片づけることが日
本の特徴として浮かび上がってきた。この「細かく」と
いう言葉の解釈としては，児童の発言から，片づける物
と場所の関係のことや大まかに入れずに仕切ったり分類
したりする片づけの方法を指すことが見えてくる。また，
だれが使ったかわからない物や公共の物までも片づける
ことを求められることは日本の特徴と考えらえる。
　家庭科における片づけの学習については，滞在国にお
いて学習経験のある児童が１名のみであったが，この児
童は帰国後に小学校家庭科で片づけの学習をすでに経験
していたため，滞在国と日本の学習を比べた発言をした。
児童は，日本での学習は，教室内の片づけに留まらず，
家での実践を視野に入れているとともに，内容が具体的
で詳しいと述べた。片づけの学習については，滞在国で
の学習経験のある児童が１名に限られたため，ここで日
本の学習の特徴に言及することは困難である。片づけの
学習を位置付けている国に滞在した複数の児童へのイン
タビューを通して，今後明らかにしていきたい。
　また，調査対象である片づけとは異なるが，「掃除の
時間」については関連内容として言及が多かった。11名
中10名の児童が滞在国で毎日の掃除の時間はなかったこ
とを話し，「掃除をする仕事の人がいた」「年に２回だけ
あった」「一年の最後に掃除をする時があった」などの
実態が語られた。「日本の掃除の時間の感想」としては，
掃除の頻度や方法をもっと軽くしてほしいという不満も
４名中２名に見られた。今回の調査対象となった児童の
滞在国６か国との比較においては，日課時程の一部とし
て毎日の掃除の実施は日本の特徴と言える。
　最後に「片づけを重視する日本の感想」として，「日
本に来て，片づけやそうじのことなど，いろいろ言われ
るのだなぁと思った」という率直な思いを３名の児童が
もっていたことは，日本の小学校教員が児童に対して，
片づけや掃除について多くの働きかけをしていることの
表れと捉えることができる。これについては，児童の片
づけに関する教師の態度に関する先行研究（Furushige, 
2018）での結果とも一致している。
　このように海外帰国児童へのインタビュー結果を見る
と，日本の小学校における片づけの取り組みの特徴とし
て，以下のようなものが浮かび上がった。
・ 使った場所を最後まで徹底して児童が片づけることが
求められること
・ 校内各所に設置されている掃除用具ロッカーの箒など
を用いて掃除までを含む片づけが行われること
・ 片づける物と場所の関係のことや大まかに入れずに仕切っ
たり分類したりする「細かい片づけ」が求められること
・ だれが使ったかわからない物や公共の物までも片づけ
ることを求められること
・ 教員が児童に対して，片づけや掃除について多くの働
きかけをしていること
日本の小学校における片づけの取り組み：海外帰国児童へのインタビュー
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